
「社協からこんにちは！」「ランティー・ニュース」に 
関するお問い合わせ先 
社会福祉法人 勝山市社会福祉協議会（188ー1177） 

社会福祉事業基金にご寄付いただいたかたがた 
　南部　あい子様　元町2丁目　金30,000円 

 

ボランティアセンターへの金品・物品の 
　ご寄付をいただいたかたがた　（順不同） 

○ 金品のご寄付 

　立川町　匿名様　　未使用年賀葉書多数 

○ 物品のご寄付 

　中田　あき子様　（石鹸多数） 

　篠田　五千子様　（雑巾多数） 

 

能登半島沖地震義援金に 
　　　　ご協力いただいたかたがた 
　匿名のかた　　　　　　　　　金　1,000円 

＊当方の不手際により前号で未掲載となりました。 

　お詫びいたします。 

あたたかいお志を 
　 ありがとうございました 

「福縁ボランティアポイント制度」が 
始まりました 

第１６回全国ボランティアフェスティバル 
　　　　あいち・なごやに参加してきました 

　全国のボランティア活動者および福祉関係者の交流や研修の機会として毎年開催され

ている全国ボランティアフェスティバルが、9月22日、23日の両日、名古屋市内をメ

イン会場に開催され、勝山からも8名（3グループ）のかたが参加。有識者や活動実践

者等による公開トークの聴講や、各自が興味を持つ分野での分科会への参加、全国の活

動者との交流会への参加などを通じ、ボランティア活動や地域福祉活動について大いに

研鑚を深めました。 

　また、協賛事業として、「第4回ふれあい・いきいきサ

ロン全国研究交流会」に市および地区社協役員・コーディ

ネータのかたが参加されました。 

　10月1日、共同募金運動の開会式

が勝山サンプラザ前で開催され、山岸市長、

笠松市議会議長ご臨席のもと、北保育園園児の皆さん、

ふれあいの部屋およびリラの会会員の皆さん、市社協理事・評

議員などが第一声となる街頭募金活動を行いました。当日は平

日にもかかわらず多数の市民のかたが立ち止まり、ご協力をい

ただきました。ありがとうございました。 

　引き続き共同募金運動に、あたたかいご協力をお願いいたし

ます。 

　10月1日より、福

井県の実施事業として、

同制度がはじまりまし

た。この制度は、地域

社会の福祉増進や社会

貢献を目的とした無償

のボランティア活動に

ついて、活動１回（概ね１時間以上または１日の同一活動）

を１ポイントとして「ポイントカード」にポイントを貯め、

10ポイントごとに、県からの感謝の印として、県が設置

する文化施設の優待入場券が進呈される制度です。 

　各市町社会福祉協議会が窓口となり、ポイントカードの

配布、活動者の申告（簡単な報告書の提出など）によるポ

イントの押印、優待入場券（証明書）の発行を行っています。 

　なお、この制度への参加はあくまで任意です。詳しくは

市社協事務局までご相談ください。 

（日常生活自立支援事業） しあわせねっと しあわせねっと しあわせねっと 
こんなとき、ご相談・ご利用ください！ 
●ヘルパーさんに来てほしいけれど、利用の手続きが

分からない。 

●お金の出し入れや税金、公共料金、医療費などの支

払いに困ってしまう。 

●通帳や印鑑・年金証書等大事な書類を預かってほし

い。 

●訪問販売で、高額な商品や住宅のリフォームをすす

められて困っている。 

ご利用可能なかたは…… 
★認知症高齢者等（最近、物忘れが多い、１人での外

出に不安があるかたなど） 

★知的・精神に障がいをお持ちのかた 

　（在宅やグループホーム等での生活に不安があるか

たなど） 

※秘密は厳守します。また、相談は無料です。お気軽

にご相談ください 

　毎月第2・第4水曜日に行っています法律相談が10

月は第2・第5水曜日に変更になります。 

と　き　10月31日（水）　午前9時～午後１時 

相談員　北川　稔 弁護士 

その他　予約制（電話）です 

奥越高齢者・障害者日常生活自立支援センター 
勝山市社会福祉協議会内（188-2488） 

非常勤ヘルパー募集!!

平泉寺荘からのお知らせ 

法律相談日変更のお知らせ！ 

年　　齢　不問 

要　　件　2級ヘルパー資格 

賃　　金　時間給　900円～1,330円 

　　　　　（土・日・休日割増賃金、移動、記録手当有） 

申込方法　履歴書を社協事務局に持参 

竹炭が入ってぽっかぽか！ 

　　　ご家族みんなでお楽しみください。 

毎月第3日曜日は、 

小学生　幼児の 入浴無料!

平泉寺荘（188－2100） 

ランティー 
「ランティー」は、福井県の 

ボランティア・シンボルです 

広報かつやま10月号 No.634 12 広報かつやま10月号 No.63413

多様な活動、多数のかたがたとの出会いが今後の活動の
糧になります

名古屋市出身でタレント・画家の城戸真亜子氏によるボ
ランティアトーク。途上国での活動や実生活での体験を
通じた、人として活動者としての「想像力」や人間の尊
厳を感じることの大切さについてのお話が印象的でした

北保育園の園児の「赤い羽根募金お願いしまーす」とい
う元気な声に、多くのかたがたが足を止め、募金に協力
をしてくださいました


